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平成２７年度文部科学省委託事業の採択について（報告） 

 

 

 本年度、文部科学省が創設した、全国の学校統合を契機とした魅力ある学校づ

くりに対する国の委託研究事業、「少子化・人口減少に対応した活力ある学校教

育推進事業」について、「岡谷小学校統合を契機とした魅力と活力ある学校づく

り」の事業提案が採択となりました。（制度概要は別紙のとおり） 

 

 

 本事業は、統合を契機にした魅力ある学校づくりの取り組みによって蓄積さ

れる様々な効果や成果などを、国の積極的な支援のもと、他の自治体の今後の取

り組みに活かすため、国が委託する研究事業であり、公募による提案事業を国の

審査委員会が選考した結果、全国で５団体が採択となったものです。 

 今後、国の委託事業として契約を交わした上で、全国のモデルとなるように、

統合を契機とした魅力ある学校づくりを進めてまいります。 

 

 

＜モデル事業の概要＞ 

○事業名「岡谷小学校統合を契機とした魅力と活力ある学校づくり」 

   ～地域資源を活用した「岡谷『ひと・もの・こと』教育の構築」～ 

   

【テーマ】統合を契機とした岡谷版コミュニティスクール（信州型）の導入 

【テーマ】統合校の特色を活かしつつ公開授業を行う新たな研究推進校の育成 

【テーマ】製糸、シルク、産業などの地域資源を活用した学習カリキュラム 

（岡谷スタンダードカリキュラム）の構築 

 

○採択予定額 （調整中） 

 

○事業期間  ３年間（年度毎の契約は、審査の上、毎年度決定されます。） 

 



少子化・人口減少社会に対応した活力ある学校教育推進事業

国の積極的な支援のもと、統合による魅力ある学校作りや、統合困難な地域における教育環境の充実の取組モデルを創出
⇒生み出された好事例を文部科学省が積極的に分析・発信し、少子化対応を加速化

外部アドバイザー

①魅力的な学校統廃合事例 ②小規模校を存続させる場合の教育環境の充実事例

市町村教委

【魅力ある学校づくりの方策例】

統合対象地域の多様な特色を学び合うカリキュラム
開発、コミュニティスクールの効果的な導入、社会教
育とシームレスにつながった学校教育活動・施設整
備の研究など

創出した事例を他の自治

体に積極的に発信

【デメリットの最小化】

・学習集団の規模や学習内容の多様性を
確保（複数校による相当量の合同教育活
動など、社会教育における相当量の教育
活動の実施、山村・漁村留学の受け入れな
ど）（※）

※指導助言能力が高い学識経験者や、
特色ある統合を成功させた関係者を想定

【メリットの最大化方策の例】

・小規模校の特色を活かし、全員に基礎学力
を保障するカリキュラム・指導方法開発（※）

・多人数では指導が難しいような教育活動（外
国語の発音、発表など）の指導の徹底 等

【統合により生じる課題への対応方策例】

適切な通学手段の確保・運用（スクールバス乗車時間
の有効活用、長時間乗車後の脳の活性化方策、ス
クールバス通学に伴う子供の体力低下への対応）など

社会教育施設

地域住民

小規模校を存続させる場合や、休校している学校を再開す
る場合等に、小規模校のメリットを最大化し、デメリットを最
小化する方策を徹底追求。

学校統廃合を通じて充実した教育環境の創出を目指す地
域において、デメリットを抑えた魅力的な学校統廃合の実現。

社会教育施設

地域住民

文部科学省

有識者の力を借りつつ、委

託先の教育上の効果等の

成果の分析・取りまとめ

視察視察

助言 助言

委託研究
（２００万円×６箇所程度）

少子化の課題を
抱える市町村教委

少子化の課題を
抱える市町村教委

発信

市町村教委

※ICTを活用した教育環境の充実については、主として人口減少社会の学
校教育におけるＩＣＴ活用の実証研究事業で実施。

※個別の課題について、成果を上げている
事例を研究し、総合的な取組に反映

個別課題の先行事例

発信

（平成27年度予算額 27百万円（新規））

実効的な成果が挙がるよう、事業の計画段階から実施に至る

まで、有識者の助力を得つつ丁寧に市町村教委・学校を支援

委託研究
（２００万円×６箇所程度）



  岡谷市教育委員会提案資料 

「少子化・人口減少社会に対応した活力ある学校教育推進事業」 

企画提案の概要 

 

【調査研究Ⅰ】    魅力ある学校統合事例の創出 

【調査研究タイトル】 

 

 

 

 

【企画提案の概要】 

岡谷市が取り組みを進めている学校統合は、全国的にも事例の少ない学校敷地の安全性

の問題を主因とするもので、統合によって、本年度で廃校となる岡谷小学校の児童や保護

者、地域住民の理解を得るまでには、多くの労力と時間を要しましたが、児童の安全確保

を最優先に考え、平成２８年４月に統合を実行するものです。 

特に岡谷小学校の児童や保護者は、愛着ある学校が無くなることを冷静に受け止めなが

ら、統合を前向きに捉えており、これまでの経緯を大切にしながら、環境が変わる３校全

ての子どもたちが楽しく、期待を持って、新しい学校生活を迎えられるようにすることが

本年度の最大のテーマであります。 

 

少子化、人口減少社会を見据えた時に、今後、学校の統廃合に直面する市町村が多くな

ることが予想される中で、当市における学校統合の経緯や統合後の学校づくりによって蓄

積される経験などは、今後の参考になると考えております。 

 

企画提案書では、「岡谷小学校の統合を契機とした魅力と活力ある学校づくり」を本事業

による調査研究のタイトルとしております。この内容は、国の委託事業の採用如何に関わ

らず当市がめざしている目標であり、統合を契機に魅力と活力ある学校づくりを市内全小

中学校に波及させていく狙いを持っております。 

 

主な研究テーマは、統合による学校づくりを進める中で、児童を常に中心に置きながら、

地域との連携による「岡谷版コミュニティスクール」の創造、研究校としての岡谷小学校

の伝統の継承と再構築、地域資源を活用した新しい教育スタイル「岡谷『ひと・もの・こ

と』教育」の構築としております。これらを互いに関連付けながら、全体の取り組みを通

じて、魅力と活力ある学校づくりを進めたいと考えております。 

更に、地域に根ざした岡谷ならではの教育を実践することで、ふるさと「岡谷」のよさ

を感得し、ふるさとを心から愛することのできる郷土愛豊かな子どもの育成につなげたい

と考えており、一連の取り組みを通じて当市の教育力の底上げを図っていくものでありま

す。 

岡谷小学校統合を契機とした魅力と活力ある学校づくり 

～地域資源を活用した「岡谷『ひと・もの・こと』教育」の構築～ 



岡谷市教育委員会提案資料

保護者地域

教師

子ども

岡谷田中小学校 神明小学校

魅力と活力ある新たな学校

ア．統合後の学校が新たな

学区の地域コミュニティの核

として高い教育機能を発揮
（課題）

・統合から始まる岡谷版コミュ

ニティスクール（信州型）の創

造、全市への展開

・地域とのつながりによるチー

ム教育、学習支援の推進、地

域活力による地域創生

（目標）

・平成２９年度までに市内全小

中学校にて岡谷版コミュニティ

スクール（信州型）を展開

・地域の学習ボランティアによ

る学習支援体制の構築

イ．統合を契機とした学校

運営システムの抜本的改革
（課題）

・「岡谷小」の研究実践の継承

と特別支援拠点校の「田中小」、

自然科学の総合的学習に力の

ある「神明小」が融合した新た

な学校づくり

・統合をきっかけに学校力を高

め、質の高い教育を実践する

学校運営プログラムの構築

（目標）

・統合校の伝統と良さを引き継

ぐ新たな研究推進校の育成

・教職員の同僚性を高める職

場環境づくり、研究力の蓄積

エ．統合を契機とした魅力

的な学校づくり
（課題）
・シルク、製糸、産業をベースにした

岡谷ならではの岡谷スタンダードカ

リキュラムの構築

・岡谷蚕糸博物館との連携等、郷土

の文化・産業資源を活用した岡谷

「ひと、もの、こと」教育の推進

（目標）

・ものづくり学習による岡谷スタン

ダードカリキュラムの構築、実践

・ものづくり学習を基礎にした理数教

育への誘いと探究心や知的好奇心

の醸成

・統合による人間関係の広がりをサ

ポートするためのＳＳＴの実践

・「ひと・もの・こと」にかかわる力の

育成と、ふるさと岡谷を愛する心の

醸成

伝統校の教育力の継承と再生 地域資源を活用した新しい教育スタイルの形成

学校づくりに

参画できる喜び

よりよい教育環境

市内全小中校

への広がり

ふるさと「岡谷」のよさを感得し、ふるさと「岡谷」を愛する子どもの育成

岡谷スタンダードカリキュラム 岡谷版コミュニティスクール

シルク

ものづくり

理数学習

道徳教育 豊かな同僚性

日常的な

授業研究・研修

パトロール

ボランティア

テクノプラザ

（産学連携）

読み聞かせ

地域人材

教材の発掘チーム教育

製糸業

英語教育

児童数２４２名、１２学級 児童数２６９名、１３学級 児童数３４５名、１６学級

児童数４３０名、１７学級 児童数４４１名、１９学級



平成27年9月5日　信濃毎日新聞



平成27年9月5日　市民新聞



平成27年9月5日　長野日報


